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複 雑性尿 路感 染症 に対 す るCefodizime(THR-221)の 臨床的検 討

上間健造 ・平石攻治 ・黒川一男

徳島大学医学部泌尿器科学教室

(主任:黒川一男教授)

今川章夫

高松赤十字病院泌尿器科

新しく開発された注射用セフェム系抗生物質であるCefodizime(THR-221)を 慢性複雑性尿路感染症

21例 に対して,1回19ま たは29,1日2回,5日 間投与 し,次 の成績を得た。

1.UTI薬 効評価基準に基づ く判定では,著 効6例,有 効7例,無 効8例 であり,総 合有効率

62%で あ った。

2.細 菌学的効果は34株 中27株 が消失 し,菌 消失率79%で あった。

3.自 他覚的副作用は全例に認めなかった。臨床検査値の異常変動は1例 にGOT,GPTの 軽度の

一過性上昇がみられた。

Cefodizime(THR-221)は ヘ キス ト社(西 独)と ルセル社

(仏)で合成,開 発された注射用セフェム系抗生物質であ

る(Fig.1)。 本剤はグラム陽性菌およびグラム陰性菌に

対して広い抗菌スペクトルを有し,β-ラ クタマーゼに

対しても極めて安定なうえ,in vivoの感染動物実験の結

果ではMICか ら期待 された以上の優れた治療効果を示

すとされている1)。

このたび,慢 性複雑性尿路感染症に本剤を投与 して臨

床効果および副作用を検討したので報告する。

1.対 象および方法

対象患者は徳島大学医学部附属病院泌尿器科および高

松赤十字病院泌尿器科を受診した慢性複雑性尿路感染症

患者(腎孟腎炎8例,膀 胱炎13例)で,本 剤による治療に

同意の得られた21症例とした。対象患者の年齢は18歳 か

ら88歳(平均65歳)で,男 性15例,女 性6例 であった。

投与方法は1回19ま たは29を1日2回5日 間,one

shot静注(5例)も しくは点滴静注(16例)と した。本剤

の薬効に影響を与える他の薬剤の併用は行わなかった。

効果判定はUTI薬 効評価基準(第3版)2)に 従い判定し

たが,同 時に自他覚症状,膿 尿,細 菌尿の推移から,著

Fig. 1 Chemical structure of THR -221

効,有 効,や や有効,無 効,判 定不能の5段 階評価によ

る主治医独自の判定も併せて行った。

II.臨 床 成 績

全症例の臨床成績をTabie1に 示 した。主治医判定で

は,著 効9例,有 効7例,や や有効3例,無 効2例 であ

り,有 効率 は76%で あ った。UTI薬 効評価基準による

判定では,著 効6例,有 効7例,無 効8例 で,総 合有効

率は62%で あ った(Tab1e2)。

UTI疾 患病態群別の総合臨床効果は,第1群0%,

第2群33%,第3群100%,第4群100%,第5群0%,

第6群100%で あ った(Table 3)。

本剤投与前に尿中から検出された細菌はE. faecalis 9

株, P. aeruginosa  4株, S. saprophyticus, P. vuigaris, S.

marcescens がそれぞれ3株, S. epidermidis, K. pneurno-

niae がそれぞれ2株,そ の他8菌 種8株 であった。治療

後に検出された34株 中27株 が消失し,菌 消失率は79%で

あ った。本剤投与後に存続 した菌種はE.faecalis 2株,

P. aeruginosa  2株,そ の 他3菌 種3株 で あ った(Table 4)。

投 与 後 出 現 菌 はE.faecalis 3株 を含 め グ ラ ム陽 性 球 菌 が

5株 とY.L.O.が2株 の計7株 で あ った(Table5)。

副 作 用 は1例 もな く,本 剤 に よる と考 え られ る 臨床 検

査 値 の 異 常 変 動 は,1例(Case No.5)にGOT,GPTの

軽 度 の 上 昇(GOT50IU/L,GPT51IU/L)が 認 め られ た。

III.考 案

THR-221は,グ ラム 陽性 菌 お よび グ ラム陰 性 菌 に幅 広

い抗 菌 スペ ク トル を示 す が,こ の うちS.aureus,Entero-
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Table 2 Overall clinical efficacy of THR-221 in complicated UTI

Table 3 Overall clinical efficacy of THR-221 classified by type of infection
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bacter, Citrobacter, Serratia には中等度の感受性 を示し,

Enterococcus および P. aetuginasa を含むブドウ糖非発酵

菌(GNF-GNR)へ の抗菌力は弱い。 しか し,各 種感染モ

デルにおいてMICか ら予測される以上の治療効果が得

られたこと,本 剤で処理された菌は各種生体防御機構で

容易に処理され,よ く殺菌されたことから,他 剤と比較

して菌の感染力を低下させる効果に優れる点が特徴と考

えられているヨ1。また,各 種のペニシリナーゼ,セ ファ

ロスポリナーゼに対し極めて安定なこと,尿 中には投与

後24時間で未変化体のまま70～80%が 回収される1}こと

から,尿 路感染症に対する有用性が期待できるので臨床

的検討を行った。

慢性複雑性尿路感染症21例 に本剤を1B2～49,5日

間投与の総合有効率は,主 治医判定で76%,UTI薬 効

評価基準判定で62%で あ った。UTI疾 患病態群別の総

合有効率では,単 独菌感染群で67%,複 数菌感染群で

56%で あった。カテーテル留置の有無別の総合有効率で

は,カ テーテル留置群で0%,カ テーテル非留置群で

87%と 著明な差が認められた。

UTI薬 効評価基準判定で無効 と判定された8例 につ

いて検討すると,カ テーテル留置が6例(単 独菌感染2

例,複 数菌感染4例),75%を 占め,他 の2例 は前立腺

術後早期例であった。また,こ れら8例 の本剤投与前後

の検出菌をみると,本 剤の抗菌力が弱い E. faecalis やP

aeruginosa のいずれかが全例に検出されていた。

細菌学的効果ではE. faecalis, P. aen4ginosaの菌消失

率はそれぞれ78%,50%で あ り,新 薬シンポジウムの結

果りとほぼ同様であった。投与後出現菌はグラム陽性球

菌が5株,Y.L.0.が2株 であ り,グ ラム陰性桿菌は1株

も認められなかった。

副作用 としては1例 で本剤投与直後にGOT,GPTが

軽度上昇し,本 剤 と多分関連ありと判断されたが,無 処

置にて速やかに正常化 した。

以上の検肘から,本 剤はカテーテル留置例で, E. fae

- calis とP. asruginosa が起炎菌である症例に対しては効

果が期待 し難いが,こ の菌種以外による慢性複雑性尿路

感染症に対 しては有用と考えられた。

Table 5 Strains' appearing after THR-221

treatment in complicated UTI

*: Regardless of bacterial co
unt

Table 4 Bacteriological response to THR-221 in complicated UTI

*: Regardless 
of bacterial count
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We used cefodizime (THR-221), a new injectable cephem antibiotic, in the treatment of chronic complicated urinary

tract infections(UTI) to investigate its clinical efficacy and safety. THR-221 was given to 21 patients via i.v. drip infu-

sion, 2g or 4g b.i.d. for 5 days.

The following results were obtained.

1. Clinical efficacy evaluated according to the criteria proposed by the UT! Committee, was excellent in 6, moderate in

7 and poor in 8, the overall efficacy rate being 62%.

2. Bacteriologically, 27 of 34 strains(79% ) were eradicated.

3. No side-effects were observed in any of the patients. In laboratory findings, a slight elevation of GOT and GPT

occurred transiently in one patient.


